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ム演劇や思想哲学の先端として位置づけて紹介しようとしていたことの革新性である。ど ような視点から能を批評し海外に紹介 たのか いう点である 次にそれを確認していこう。
このころの野口が発表していた論考には、
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詩』 ）のなかで近代劇はランプにかわってしまったが蝋燭の炎が美しいと論じていることを挙げた上で、野口は、 《宝生流や観世流舞台が蝋燭のほ かな光の で演じ おり、電気 ランプを使っている歌舞伎に劣 どころか強烈な美であ
⒀
》と説くのである。
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と精神哲学を論じたこ とも連関 て る。西欧人にとって能の理解は〈発句〉の理解を助け、ま その逆にもなった。こ ような幾つかのジャンルを横断して 日本の情緒や美学を訴えていっ ことが、欧米 文化的モダニズムや欧米文化人たちの関心に連動したいえよう。
その講演内容は簡単にいえば、能の厳粛性、観客と役者の関係性、








名や経典の功徳によって涅槃に入ることができると考えられていた時代の創作物であり、ほとんどの作品が幽霊や仏教を主題として扱っている。このような幽霊ものは 現代 お ても詩的思索や空想に訴えるものであり時代を限定 ない。仏教信仰の真髄であるが、幻想的で、 を超越した詩的精神を保っている》 （訳文、堀

）と








いては日本文化 国際的受容 おい は重大な出来事といえよう。パウンドによる謡曲 英訳
‘‘N
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沢は慶應義塾大学を卒業した翌年に、教授であった野口の自宅を訪問し、野口から雑誌『マスク』 （一九一二年四月号） 授受 のであった。それを契機に小沢は、クレイグや『マスク』編集者ジョン・セマーと文通を重ね ようになり、人形劇研究の道に進むことになる

。小沢の著書『大東亜共栄圏の人形劇』 （三田文学出版、一
九四四年三月）は、アジア各国の人形劇についての本格的な研究書であり、そこには雑誌『マスク』に掲載された論考から多大な影響を受けていることが確認できる。野口が日本社会での演劇研究 促進にかかわっていた形跡、ま 野口の国際的な執筆活動が東洋の伝統芸能や民族芸能の再興や研究の機運に波及していった歴史を、読みとることが可能であ 。
おわりに
本稿では、イェイツとの交流の中で狂言や能の翻訳紹介を始めた












































た久米邦武が、西洋のオペラに相対する日本文化 能楽を見出し、一九世紀末、当時すでに衰退しつつあ 能楽 再興する機運 つくっていく。
⑺
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orii, pp. 110-117. ） 。野口が一九〇七年の時点で、東洋と
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